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化粧前後の肌色変化を用いたフ ァ ンデー シ ョ ンの発色特性計

測方法
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1 ．は じめ に

　 フ ァ ン デ
ーシ ョ ン の 仕 上が りの 色 に対す る要求は

様々 であ り，市場に は仕上が りの 色が異なる多くの

製品が h市 され て い る．しか しなが ら，同
一

の フ ァ

ン デ
ー

シ ョ ン を使用 した と して も，仕上が りの 色 は

使用者の 肌色に よ っ て様 々 に 異なる ため，自分 の 求

め る仕上が りの色になる よう，フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン を

選ぶ こ とは比較的難 しい ．こ こ で ，仕 Lが りの 色 を

予測す る に は，フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン の 肌上 で の 発色 特

性 を計測する 必 要が ある ．

　 フ ァ ン デ ーシ ョ ン の 発色特性 の 計測 は ，こ れ まで

Kubelka−Munk 理論を応用 して検討が され て きた L）2）．

しか しなが ら，Kubelka−Munk 理論は分光特性 の 計測

が必要で あ り，比較的煩雑で あ る 一ヒ
， 適川に あた っ

て は測定対象を考慮 した個別 の 調整をモ デ ル に加 え

る必要がある、特に フ ァ ン デ
ーシ ョ ン の ように様 々

な剤形を もつ 測定対象の場合，それぞれ の 剤形ご と

に調整 の 条件を決定する必要が あ り，モ デ ル 適川 に

は熟慮が必 要で あ る ．

　 そ こ で ，フ ァ ン デ ーシ ョ ン の肌上 で の発色をよ り

簡便に計測する 方法に つ い て検討を行 っ た結果，化

粧前後の 肌色の 色彩値の み を計測す る こ とに よっ て

塗布色や カ バ ー刀な ど塗膜物性を表す固有の パ ラ メ

ータ が抽出 さ れ，比較的単純な モ デ ル に よ り発色特

性 を説明する こ とが μ∫能 と な っ た ．また こ の モ デ ル

は フ ァ ン デ
ーシ ョ ン の 剤形 に 関わ らず適 用が II」能 な

ため汎用性 も高い ．今回は我 々 が 発色直線 と呼ぶ こ

の モ デ ル に つ い て報告する．

図 Lイt＊庄肌の 断面

　そ こ で ，こ れ らの 関係を把握する ため，剤形の 異

な る 3種類の フ ァ ン デ
ーシ ョ ン （固形タ イプ （パ ウ

ダー），固形 タ イプ （油性），リキ ッ ドタ イプ） を

素肌色の 異な る 10名 の 女性 パ ネ ル に 塗布 し，化粧前

後の 額，頬，口脇の 肌色 を分光測色計 （ミ ノ ル タ （株）

製，CM −IOOO）に より測定 した．こ の結果得 られ た

測色値 （C 聡 1931XYZ ＞を，　 XYZ 各軸ご と に プ ロ ッ

トした結果，フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン の 剤II彡に閧わ らず 、

全 て の 軸 で 化粧 前後 の 測 色値 の 閲 に
・
次 の 高 い 相 関

が得られ た，こ の 結果を表 1 に 記 し，　
．
例 を図 2 に

示す．こ れらの 関係は以 ドの
・
次関数モ デ ル に よ っ

て 記述 され
， 我 々 は こ れ らの 関数を発色直線 と呼 ぶ

こ とと した，

2 ．化粧前後 の 肌色の 関係

　 フ ァ ン デ
ーシ ョ ン を塗布 した時 の肌の 色 （化粧肌

色）は，素肌 の 色 （素肌色） と素肌 ヒの フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン 塗膜そ の もの の色 （塗布色〉の 両 方の 影響 を

受けて い る （図，1）．こ の ため，同
．．一

の フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン を使用 した として も，化粧肌色は使用者の 肌

色 に よっ て様 々 に 異なる．

Xah扮r＝a い Xbefore十 bl 　
…式（1）

Yafter； al・Ybefore十 b2 　
…式（2）

Z 諭 er ＝ a3 ・Zbefore十 b3　…式（3）

X ，Y ，ZbefOl’e ：素肌 の 色 彩値

X ，Y ，Zafter ：化粧肌 の 色彩値

al ，2，3，　 bl，2β ：ファンデ
ー
ション固有の 定数
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図2．化粧前後の測色値の 関係 （リキッド ファンテ
’一ションの例）

表 1．発色直線の パ ラ メータ

3 ．ファンデ
ー
ション塗膜の 物性 と発色 直線 と の関係

　化粧肌色は素肌色 と フ ァ ン デ
ーシ ョ ン 塗膜國有の

色の 両者の 影響を受け て い る。こ こ で ，化粧前後 で

肌色が 変化 しな い と き，フ ァ ン デ ーシ ョ ン 塗膜は 素

肌と同 じ色彩値を持 っ て い る と考え る こ とが で き，

こ の ときの 色はそ の フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン 塗膜固有の 色

で ある塗布色 と見なす こ とが で きる ．こ の 塗布色 を

用 い ると，発色直線は 以
．
ドの式に よ り記述 され る ，

Xafter　； a 卜 Xbefore÷ （1 − al ）
・XapPEy 　

…式 

Yafter＝’L 　al・Ybefore＋ （1 −a2）
・Yapply　

…式（5）

Zafter ＝ a3
・Zbefore＋ （1 − a3 ）

・Zapply 　
…

冫辷（6）

X ，Y ，Zapply ：ファンデ一ションの塗布色

翠

素肌色＝ 化粧肌色

発色直線

ファンテ
 

ションの 塗布色

　　　　　　素肌色

図3．発色［自：線 を用い た塗看∫色算出方法

　 フ ァ ン デ
ーシ ョ ン 塗膜の 重要なパ ラ メ ータ とし て

さら に カ バ ー
カがあ げ られる．我 々 は高精細な肌 画

像の 解析か ら，フ ァ ン デ
ーシ ョ ン 塗膜の カ バ ーカが，

塗膜の 透過率 と高い 相関 を持つ とい う知見 を得て い

る
3），こ の 知見を もとに 発色直線 との 関係 を解析 し

た と こ ろ ， 画像解析 の 結果得 られた塗膜透過率と Y

軸におけ る発 色直線との 傾 きとの 問に 高い 相関が 見

られ〔図 4）， 明度発色直線か らフ ァ ン デ
ー

シ ョ ン 塗膜

の カ バ
ー

カが計測可能で あ る こ とを見 い だ した．
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図4朋 度発色直線 とファンテ
 

ション塗膜カハ
 

力 と の 関係

4．まとめ

　化粧 前後の 肌色変化か ら
， 嬢布色や カ バ ・一．

力 な ど

塗膜物性を表す固有の パ ラ メ ー
タが抽出 され，肌 1二

で の フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン の 発色が 単純な モ デ ル に よ り

説明され た．今後は
， 各 パ ラ メ

ータ を求め る簡便 な

方法に つ い て検討を行 っ て い く予定で あ る．
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